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学校名 福岡県立八幡高等学校 

発表タイトル いじめに早く気付くゲートキーパーを増やす！ 

設定した課題 ゲートキーパーを多くの人に知ってもらう。 

関連する 

SDGs のゴール・ターゲット 

ゴール３：すべての人に健康と福祉を ターゲット 3.4：２０３０年までに、非感染症

疾患による若年性死亡率を、予防や治療を通じて 3 分の 1 減少させ、精神保健

及び福祉を促進させる。 

ポスターの説明 

若者の死亡原因として、自殺による死亡が多いことがわかりまし

た。その中でも近年いじめによる自殺が著しく増加しており、私たち

にできることは何かを考えたとき、「ゲートキーパー」という言葉を見

つけました。実際にアンケートをとり、検証をしてみて、ゲートキーパ

ーの大切さや存在の意義を知りました。ゲートキーパ－という言葉は

まだあまり知られていません。知ってもらうために新聞に投稿したと

ころ、朝日新聞の１１月４日に掲載されました。また、「ゲートキーパ

ーになってみませんか？」という広告を作ることで八幡高校の生徒

にゲートキーパーの大切さを知ってもらうこともができました。 

ゲートキーパ－は資格に不要で、誰でもなれます。悩んでいる人が

いるとき積極的にゲートキーパ－になり、一人でも多くの人が助かる

ことを願います。 

制作の意図や 

アピールポイントなど 

・グラフや表から読み取ったことを書き、なぜゲートキーパーを広め

るべきか根拠を示し、そこからゲートキーパーを知ってもらうために

順序立ててわかりやすい構成にしました。 

・キーワードとなる言葉の色を変え、強調してわかりやすくしました。 

・項目ごとに枠で囲ってわかりやすいようにしました。 

・アンケート用紙、広告、新聞の写真を載せました。 

苦労した点 

・一番読みやすいのはどの構成か。 

・どの文章も大切だがその中でも大切な文を抽出すること。 

・ポスターのデザインを考えること。 

その他（自由記載） 
ゲートキーパーの知名度を上げて、いじめに早く気づく人が増える

ことで自殺を減少させたい。 


